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車
上

　
六
月
四
日
、
エ
ル
サ
レ
ム
を
立
ち
、
サ
マ
リ
ヤ
を
経
て
ガ
リ
ラ
ヤ
に
赴
か
ん
と
す
。
十
字
架
よ
り
ナ
ザ
レ
の

大
工
場









へ
、
即
ち
四
福
音







を
逆
に
読
む
な
り
。

　
エ
ル
・
ビ
レ
エ
に
て
エ
ル
サ
レ
ム
に
最
後
の
告
別
を
な
し
、
馬
車
は
い
よ
〳
〵
北
へ
走
る
。
車
中
に
は
案
内

者
一
名
載
せ
た
り
。
名
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ジ
ヤ
ル
ル
ッ
ク
三
十
八
九
、
シ
リ
ヤ
人
に
し
て
ク
リ
ス
チ
ア
ン
な
り
。

此
馬
車
道
は
、
八
年
以
前
独
逸





皇
帝
が
土

耳

其

領
内
遊
歴
の
折
修
繕
し
た
る
も
の
と
か
。
独
帝
の
漫
遊
以
来
パ

レ
ス
タ
イ
ン
に
於
け
る
独
逸
人
の
活
動
著
し
く
、
到
る
処
の
ホ
テ
ル
の
如
き
も
独
逸
人
の
経
営
に
係



る
も
の
多

し
。

　
ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
天
幕
を
張
り
し
ベ
テ
ル
の
跡
な
る
べ
し
と
云
ふ
所
を
は
じ
め
と
し
て
、
道
の
左
右
は
遠
き
山

の
側



、
近
き
谷
の
隈



、
到
る
処
に
旧
約
の
古
蹟
と
十
字
軍
時
代
の
建
物
の
名
残
あ
り
。
岩
の
山
、
畑
な
く
し
て

唯
処
々









に
橄
欖
林








或
は
稀
に
葡
萄
畑
を
見
る
。
馬
車
と
ま
り
し
或
小
屋
に
て
は
、
白
き
桑
実






を
売
れ
り
。
白
、

紫
両
種
あ
り
、
皆
果
実
の
為
に
植
う
る
な
り
。
ダ
マ
ス
コ
附
近
に
は
養
蚕
用
の
桑
畑
あ
り
と
云
ふ
。
や
が
て
強

盗
谷
、
強
盗
泉
あ
り
。
岩
壁
の
下
、
草
地





数
弓





、
荷
を
卸
し
て
駱
駝
臥
し
、
人
憩
ふ
。
我
儕





の
馬
も
水
の
み
て

行
く
。
や
が
て
ま
た
十
数
頭
の
駱
駝
鈴



を
鳴
ら
し
驢
馬
の
人
こ
れ
を
駆
り
来
る
を
見
る
。
荷
は
皆
杏





。

　
昔
の
サ
マ
リ
ヤ
境
に
近
き
シ
ン
ジ
ル
の
村
は
づ
れ
に
て
、
路
傍
橄
欖
樹
下
に
三
頭
の
馬
を
繋
い
で
昼
寝
す
る
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男
あ
り
。
ジ
ヤ
ル
ル
ッ
ク
君
車
上
よ
り
声
か
け
し
が
、
寤

め
ず
。
車
を
下
り
て
呼
び
さ
ま
し
来
る
。
此
は
夜
を

こ
め
て
エ
ル
サ
レ
ム
よ
り
余
等
の
乗
る
可
き
馬
を
牽

き
来
り
此

処

に
待
て
る
馬

士

イ
ブ
ラ
ヒ
ム
君
と
て
矢
張
シ

リ
ヤ
人
な
り
。
や
が
て
道
は
急
坂






の
上
に
尽
く
。
此
あ
た
り
や
ゝ
快
濶
た
る
山
坡





の
上
、
遠
く
ヘ
ル
モ
ン
山
の

片
影






を
見
得
べ
し
と
云
ふ
。
今
日
は
空
少
し
夏

霞







し
て
見
え
ず
、
余
等
は
こ
ゝ
に
て
馬
車
を
下
る
。
エ
ル
サ

レ
ム
よ
り
約
八
里
。

　
　
　
　
馬
上

　
急
坂
を
下
り
て
、
旅
亭
の
址



あ
り
、
側
に
泉
湧
く
。
ガ
リ
ラ
ヤ
よ
り
エ
ル
サ
レ
ム
に
行
く
ユ
ダ
ヤ
人
の
男
女
、

お
よ
び
駱
駝
ひ
き
、
羊
か
ひ
な
ど
大
勢
憩
ふ
。
余
等
も
無
花
果







の
蔭
を
求
め
て
、
昼
食






す
。

　
や
ゝ
あ
り
て
馬
に
上
る
。
余
は
白
馬
、
栗
毛
は
ジ
ヤ
ル
ル
ッ
ク
君
、
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
君
は
余
が
荷
物
を
駄
せ
し

黒
に
跨
る
。
お
と
な
し
き
馬
を
と
特
に
頼
み
置
き
た
る
甲
斐
に
は
、
余
の
馬
は
極
め
て
柔
順
な
れ
ど
、
極
め
て

足
遅
く
、
し
ば
し
ば
道
草
を
食
ふ
。
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
君
う
し
ろ
よ
り
余
の
馬
の
尻
を
た
ゝ
く
。
駭





き
て
突
然
駈
け

出
し
、
余
は
殆
ん
ど
落
ち
む
と
し
て
馬
の
首
を
抱
く
も
の
い
く
た
び
。
パ
レ
ス
タ
イ
ン
六
月
の
日
は
容
赦
な
く

頭
上
よ
り
照
り
つ
け
、
古
鞍






に
尻
い
た
く
、
岩
山
の
上
り
下
り
頗
る
困
憊
を
極
む
。
旅
杖






一
つ
、
鞋




に

岩
角
を

踏
み
小
石
を
踏
み
て
汗
に
な
り
つ
ゝ
、
徒
歩
し
玉
ひ
し
師
の
昔
を
思
ふ
。
タ
オ
ル
も
て
ヘ
ル
メ
ツ
ト
帽
の
上
よ

り
頬
か
む
り
し
、
旅

袋







よ
り
毛
布
取
出
し
て
鞍
上
に
敷
き
て
、
ま
た
行
く
。
岩
間
に
錦
糸
撫
子









な
ど
の
咲
け

4馬上三日の記



る
を
見
る
。

　
岩
山
幾
つ
か
越
え
て
、
ま
た
馬
車
も
通
ひ
得
べ
き
谷
の
道
に
出
づ
。
山
、
東
西
に
低
き
屏
風
を
開
き
、
南
北

に
細
長
き
谷
間
は
麦
熟
し
て
黄
河
の
流
る
ゝ
が
如
し
。
已
に
サ
マ
リ
ヤ
の
境





に
入
れ
る
な
り
。

　
　
　
　
ヤ
コ
ブ
の
井

　
狭
き
谷
の
麦
圃
に
沿
ひ
、
北
行






良


久
し
く
、
西
日
ま
ば
し
く
馬
影





斜




に
落
つ
る
頃
、
路
の
左
に
聳



え
起
る
一

千
尺
ば
か
り
の
山
を
見
る
。
中
腹
石

屏







を
立
て
た
る
如
き
山
骨






露


は
れ
、
赭
禿






の
山
頂
に
小
き
建
物
あ
り
。

此
れ
こ
そ
ゲ
リ
ジ
ム
山
、
昔
サ
マ
リ
ヤ
人
の
エ
ル
サ
レ
ム
に
対
抗
し
て
神
を
拝
せ
し
跡
、
今
山
頂
の
建
物
は
回

教
徒
遥
拝
所
な
り
、
と
案
内
者
は
説
明
す
。

　
こ
ゝ
に
谷
は
三
叉






を
な
し
、
街
道
は
ゲ
リ
ジ
ム
山
麓
を
西
に
折
れ
て
ナ
ブ
ル
ス
の
邑



に
到
る
。
余
等
は
ヤ
コ

ブ
の
井
を
見
る
可
く
、
大
道
よ
り
右
に
き
れ
込
む
。
し
ば
し
行
け
ば
、
田
隴






の
間
塀
を
め
ぐ
ら
し
杏
の
木
茂
れ

る
一
区
斜
面
の
地
あ
り
。
此
処
は
昔
の
寺
の
跡
、
今
は
希
臘






派
の
小
庵
、
ヤ
コ
ブ
の
井
は
境
内
に
あ
り
。
馬
を

下
り
て
入
る
。

　
年
老
い
た
る
番
僧
の
露
西
亜
人











に
導
か
れ
て
、
古

寺

の
廃
跡
石



累
々






た
る
を
見
つ
ゝ
、
小
石
階








を
下
り
て
、

穹

窿








の
建
物
い
と
小
さ
く
低
き
が
中
に
入
る
。
内
に
井
あ
り
、
口
径
三
尺
ば
か
り
、
石
を
畳
む
で
ふ
ち
と
す
。

番
僧
蝋
燭
の
火
を
つ
り
お
ろ
し
て
井
の
中
を
見
す
。
中
は
や
ゝ
広
く
、
岩
を
穿



ち
石
を
畳
み
て
深
さ
七
十
尺
、
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底
に
は
一
滴
の
水
無
く
し
て
、
石
こ
ろ
満
て
り
。
哀
し
い
か
な
、
こ
の
水
涸



れ
た
る
こ
と
久
し
。
井
の
傍




な

る

壁
に
基
督






サ
マ
リ
ヤ
の
婦
人





に
語
り
玉
ふ
小
さ
き
画
額
を
掲
ぐ
。
建
物
の
中
に
と
り
こ
め
た
る
は
、
あ
ら
ず
も

が
な
と
思
へ
ど
、
昔
の
ガ
リ
ラ
ヤ
街
道
も
此
辺






を
通
り
し
と
云
へ
ば
、
井



其


も
の
は
昔
よ
り
云
ひ
伝
へ
し
ヤ
コ

ブ
の
井
た
る
こ
と
疑




な

し
。

　
井



の
側



よ
り
出
で
ゝ
、
境
内
カ
ヤ
ツ
リ
草
の
離



た
る
辺
に
佇





み
、
ポ
ッ
ケ
ッ
ト
よ
り
新
約
聖
書
取
り
出
で
ゝ

吾
愛
す
る
約
翰





伝
第
四
章
を
且
読
み
且
眺
む
。
頭
上
に
は
「
此
山
」
ゲ
リ
ジ
ム
の
山
聳
ふ
。
見
よ
、
サ
マ
リ
ヤ

の
婦
人
は
指





し
、
基
督
は
目
し
て
居
玉
ふ
な
り
。
直
ぐ
背





な
る
エ
バ
ル
の
山
の
山
つ
ゞ
き
に
は
、
昔
の
ス
カ
ル

今
の
ア
ス
カ
ル
の
三
家
村







山
に
靠

り
て
白
し
。
瓶



を
忘
れ
て
婦
人
の
急
ぎ
行
く
後

影







を
見
よ
。
弟
子
た
ち
何

ぞ
愚





し
く
顔
見
合
す
や
。
「
目
を
挙
げ
て
観
よ
」
、
田
は
現
に
色
づ
き
て
刈
入
時
と
な
り
ぬ
、
東
の
方
狭
き
谷

よ
り
向

山







の
頂
か
け
て
熟
せ
る
麦
一
面
夕
日
に
黄
金





の
波
を
う
た
す
を
見
ず
や
。
あ
ゝ
二
千
年
何
も
の
ぞ
。

幽
明
何
を
か
隔
つ
る
。
基
督
は
猶
こ
こ
に
坐
し
て
教
へ
玉
ふ
。
活
け
る
水
は
涸
れ
ず
。
感
謝
す
べ
き
か
な
。

　
　
　
　
ナ
ブ
ル
ス
の
一
夜

　
ヤ
コ
ブ
の
井
よ
り
遠
か
ら
ず
し
て
、
其
子





ヨ
セ
フ
の
墓
な
る
も
の
あ
れ
ど
、
さ
る
も
の
は
見
ず
。
ま
た
馬
に

上
り
て
西
へ
ナ
ブ
ル
ス
の
谷
に
入
る
。
南
は
ゲ
リ
ジ
ム
山
、
北
は
エ
バ
ル
山
に
挟
ま
れ
た
る
谷
な
り
。
ゲ
リ
ジ

ム
の
山
頂
に
は
古
き
建
物
の
跡
多
く
、
エ
バ
ル
の
山
に
は
一
面
に
覇
王
樹







茂


れ
り
。
覇
王
樹
は
土
地
の
人
新
芽

6馬上三日の記



を
皮
剥



き
て
咀
嚼
す
。

　
や
が
て
ナ
ブ
ル
ス
に
着
き
、
羅
甸





派
の
精

舎







に
宿





す
。
総
じ
て
パ
レ
ン
ス
タ
イ
ン
の
僧
舎
は
、
紹
介
状
だ

に
持
参
せ
ば
、
旅
客
を
泊
む
る
仕
組
に
て
、
此
処
に
も
幾
個
の
客

床







を
設
け
あ
り
、
食
堂
も
備



は
る
。
客



は

去
る
時
応
分
の
謝
金
を
出
し
て
行
く
な
り
。
エ
ル
サ
レ
ム
よ
り
ナ
ブ
ル
ス
ま
で
約
十
二
里
。

　
ナ
ブ
ル
ス
は
旧
約
の
シ
ケ
ム
、
ふ
る
き
所
に
て
此
処
の
サ
マ
リ
ヤ
人
の
会
堂
に
秘
蔵
す
る
モ
ー
ゼ
の
五
経





は

有
名
な
る
も
の
な
り
。
目
下





人
口
約
三
万
、
外
人
の
居
留
も
少
な
か
ら
ず
、
エ
ル
サ
レ
ム
に
次
ぐ
都
会
と
す
。

半
日
の
馬
上
に
足
腰
夥




し

く
痛
め
ば
、
見
物
を
廃
し
て
休
養
す
。

　
夜
は
蚤
と
肢
体
の
痛
み
に
眠
ら
れ
ず
。
昼
間
見
置
き
し
枕
辺
の
聖
母
の
心
臓
を
剣
さ
し
透



せ
る
油
絵
は
、
解

剖
図
な
ど
か
け
し
様
に
て
、
あ
ま
り
心
地
よ
き
寝
覚
め
の
伴

侶

に
も
あ
ら
ざ
り
き
。

　
　
　
　
サ
マ
リ
ヤ
の
墟
址

　
五
日
。
日
と
共
に
馬
に
上
る
。
上



り
て
見
れ
ば
、
昨
夜
此



痛
さ
に
て
は
と
思
ひ
し
程
に
は
あ
ら
ず
。
サ
マ
リ

ヤ
は
概
し
て
ユ
ダ
ヤ
よ
り
も
地

味

ま
さ
れ
り
。
殊
に
ナ
ブ
ル
ス
の
谷
は
、
清
泉
処
々






に
湧
き
て
、
橄
欖






、
無
花





果


、
杏





、
桑
、
林
檎
、
葡
萄
、
各
種
野
菜
な
ど
青
々
と
茂
り
、
小
川
の
末
に
は
蛙





の
音
さ
へ
聞
こ
え
ぬ
。

　
ナ
ブ
ル
ス
を
出
は
な
れ
て
程
な
く
新
道
よ
り
北
に
折
れ
、
山
路





を
行
く
こ
と
二
時
間
、
セ
バ
ス
チ
エ
ー
に
到

る
。
即
ち
昔
の
イ
ス
ラ
エ
ル
王
国
の
首
都
サ
マ
リ
ヤ
に
て
、
後
ヘ
ロ
デ
も
此
処
に
壮
麗
な
る
府
を
建
て
ぬ
。
四
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方


山
の
中
に
立
ち
た
る
高
さ
三
百
尺
の
一
孤
邱







、
段
々
畠
の
上
に
些



の
橄
欖
の
樹
あ
り
、
土
小
屋









五
六
其
額





に

巣
く
ふ
。
馬
上
な
が
ら
に
邱

上







を
一
巡
す
。
昔
の
名
残
に
は
、
ヘ
ロ
デ
の
建
て
し
街
の
面
影
を
見
る
べ
き
花

崗
岩






の
柱
十
数
本
、
一
丈
五
尺
に
し
て
往
々






一
石
よ
り
成
る
も
の
、
ま
た
山
背






の
窪
地
に
劇
場
の
墟

址

あ
り
。

麦
圃
の
畔



、
橄
欖
の
影
に
、
断
柱






残
礎





散
在
す
。

　
村
の
附
近
に
古

寺

の
墟



あ
り
、
地
下
室
に
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
の
墓
、
エ
リ
シ
ヤ
の
墓
、
オ
バ
デ
ヤ
の
墓

な
ど
称
す
る
も
の
あ
り
。
村
人
古
銭
な
ど
持
ち
来
り
て
す
ゝ
む
。
山
上
よ
り
西
に
地
中
海
の
寸
碧






を
見
る
。

　
　
　
　
旅
の
興

　
サ
マ
リ
ヤ
の
廃
墟
よ
り
山
い
く
つ
か
越
え
て
シ
レ
ー
と
云
ふ
山
腹
の
村
の
近
く
に
い
た
り
、
馬
を
繋
ぎ
、
無

花
果
の
枝
の
下
に
潜
り
入
り
て
、
毛
布





を
地
に
敷
き
、
少
し
早
け
れ
ど
携
へ
た
る
牛
乳
、
パ
ン
、
ジ
ヤ
ム
等
に

て
昼
食






し
、
午

憩







す
。
杏
多
き
所
に
て
、
ジ
ヤ
ル
ル
ッ
ク
君
一
風
呂
敷








買
ひ
来
り
し
か
ど
、
余
は
エ
ル
サ
レ

ム
に
、
杏
に
中

て
ら
れ
た
れ
ば
食
は
ず
。
ほ
と
り
近
く
泉
あ
り
。
村
の
婦
人





甕
を
頭
に
乗
せ
て
来
り
汲
む
。
或

は
こ
ゝ
に
て
洗
濯
を
な
す
あ
り
。
い
づ
れ
も
日
に
焼
け
て
赤
黒
く
、
素
足
な
り
。
或
は
襟
に
、
或
は
手
首
に
、

或
は
髪
に
銀
貨
を
聯



ね
か
け
て
装
飾





と
す
る
は
珍
ら
し
。
極
め
て
稀
に
は
金
貨
を
か
ざ
れ
る
も
あ
り
。
シ
リ
ア

を
旅
し
て
往
々






穴
の
あ
き
た
る
銀
貨
の
ツ
リ
を
貰
ふ
こ
と
あ
る
は
、
此
風
習
あ
る
が
為
な
り
。

　
一
睡
し
て
ま
た
馬
に
上
る
。
岩
山
を
上
り
下
り
し
て
や
ゝ
平





な
る
浅
き
谷
を
行
く
。
午
後
の
日
射

し
て
、
馬

8馬上三日の記



上
頗





る
退
屈
す
。
前
を
見
れ
ば
ジ
ヤ
ル
ル
ッ
ク
君
は
土

耳

其

帽
の
上
に
白
手
巾








を
被
り
、
棒
縞
の
白
地
（
筒
袖

に
し
て
裾
の
二
方
を
五
寸
ば
か
り
開
く
）
に
五
寸
幅
の
猩
々
緋









の
帯
し
て
栗
毛
を
歩
ま
せ
、
後
を
顧
み
れ
ば
馬

士

の
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
君
土
耳
其
帽
を
横
ち
よ
に
か
ぶ
り
、
真
黒
く
焼
け
し
顔
を
日
に
曝
し
、
荷
物
の
上
に
両
足
投

げ
出
し
て
、
ほ
く
ほ
く
歩
ま
す
。
や
が
て
二
人
は
し
き
り
に
歌
ひ
出
し
ぬ
。
云

々







し
て
ヤ
ー
モ
、
ヤ
ー
モ
、

ヤ
ー
モ
ー
ヤ
ー
モ
ー
、
ヤ
ー
モ
、
ヤ
ー
モ
何
の
事
か
一
切
解

す
可
か
ら
ず
。
中
な
る
馬
上
の
客
も
、
多
く
は
知

ら
ね
賛
美
歌
の
種
を
き
ら
し
て
、
人
に
習
は
ぬ
「
忍
路
高
島










」
を
歌
ふ
。

　
　
　
　
水
な
る
か
な
水

　
や
が
て
此
浅
き
谷
は
低
き
山
の
隈



に
尽
き
て
、
其

処

に
大
な
る
無
花
果
、
ポ
プ
ラ
ル
、
葡
萄
、
石
榴





な
ど
一



族


の
緑
眼
も
さ
む
る
ば
か
り
鮮
か
な
る
小
村
あ
り
。
ド
タ
ン
と
云
ふ
。
旧
約
の
少
年
ヨ
セ
フ
が
、
父
の
命
に
よ

り
十
人
の
兄
を
尋
ね
来
て
坑



に
打
込
ま
れ
は
て
は
売
ら
れ
し
所
と
伝
ふ
。
こ
の
処
に
径
一
丈
ば
か
り
の
泉
あ
り
。

ヱ
ル
・
ハ
フ
イ
レ
ー
の
泉
と
称
す
。
ヨ
セ
フ
の
坑
と
は
例
の
附
会
な
る
べ
き
も
、
ド
タ
ン
は
昔
よ
り
斯



る
泉
の

為
に
羊
を
牧
す
べ
き
地
な
り
し
な
ら
ん
。
雨
期
を
過
ぎ
て
未
だ
久
し
か
ら
ね
ば
、
泉
の
清
水
満
々
と
湛



へ
た
る

に
、
旅
僧






ら
し
き
が
二
人
、
驢
馬
を
放
ち
真
裸
に
な
り
て
、
首
ま
で
浸



り
居
り
ぬ
。
ぐ
る
り
の
石
に
縄
か
け
て

縋


り
居
る
を
見
れ
ば
、
水
の
深
さ
も
知
ら
る
。
泉
の
水
は
溢
れ
て
い
さ
ゝ
小
川
を
な
し
、
胡
瓜





な
ど
つ
く
れ
る

野
の
畑
へ
と
流
れ
行
く
。
吾
馬
熱
き
蹄
を
小
川
に
踏
み
入
れ
て
、
鼻
鳴
ら
し
つ
ゝ
水
飲
む
。
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水
な
る
か
な
水
、
シ
リ
ヤ
に
夏
の
旅
し
て
「
活
け
る
水
」
の
味
を
知
る
。
烈
し
き
日
、
乾
燥
せ
る
空
気
、
日

を
照
り
か
へ
し
て
白
く
晃



め
く
岩
の
山
、
見
る
だ
に
咽
喉





の
い
ら
く
土
の
家
、
見
る
も
の
尽





く

唯
渇
き
に
渇
き

て
、
旅
人
の
気
も
遠
く
目
も
眩



ま
ん
と
す
る
時
、
こ
ゝ
に
活
け
る
水
の
泉
あ
り
、
滾
々






と
し
て
岩
間
よ
り
湧
き

出
づ
。

　
嬉
し
さ
は
言





に
尽
し
難
し
。
水
な
る
か
な
、
水
あ
り
て
緑
あ
り
、
水
は
咽





を
湿





し
、
緑
は
眼
を
潤
す
。
水
あ

り
て
、
人
あ
り
、
獣
あ
り
、
村
を
な
す
。
水
な
る
か
な
、
ヨ
ハ
ネ
が
生
命





の
川
の
水
を
夢
み
、
熱
砂
に
育
ち
し

マ
ホ
メ
ツ
ト
の
天
国
が
四

時

清
水
流
れ
果
樹
実
を
結
ぶ
処
な
る
も
、
宜



な
る
か
な
。
自
然
の
乳
房
に
不
尽
の
乳

を
満
た
せ
し
者
に
永
遠






に
光
栄





あ
れ
よ
。

　
　
　
　
エ
ニ
ン
の
夕

　
ド
タ
ン
よ
り
丘
を
越
え
て
カ
バ
チ
エ
ー
に
到
る
。
パ
レ
ス
タ
イ
ン
第
一
の
橄
欖
林








あ
り
。
皆
古
木
。
何
千
株

な
る
を
知
ら
ず
。
橄
欖
の
実
は
九
月
に
熟
す
。
生

食







し
、
塩
蔵
し
、
オ
リ
ー
ブ
油
を
製
し
、
ま
た
石
鹸






の
原

料
と
な
る
。

　
こ
れ
よ
り
始
終
谷
を
下
り
、
日
没
椶
櫚





生

ふ
る
エ
ニ
ン
に
到
り
、
独
逸





人
の
ホ
テ
ル
に
投
ず
。
今
日
は
終
日

サ
マ
リ
ヤ
の
山
を
行
け
る
な
り
。
行
程
わ
づ
か
に
七
里
余
。

　
エ
ニ
ン
は
昔
の
エ
ン
ガ
ン
ニ
ム
、
海
抜
約
六
百
五
十
呎




、

人
口
二
千
左

右

の
小
邑






、
サ
マ
リ
ヤ
の
山
尽
き
下
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ガ
リ
ラ
ヤ
の
平
原
起
る
所
の
境





に
あ
り
。
ホ
テ
ル
の
窓
よ
り
眺
む
れ
ば
、
展
望
幾
重
、
紫
嵐





を
凝



す
カ
ル
メ
ル

山
脈
の
上
、
金
を
流
せ
る
入
日





の
空
を
点
破
し
て
飛
鳥
遥
に
ナ
ザ
レ
の
方
を
指
す
。

　
明
星
の
夕





は
や
が
て
月
の
夜
と
な
り
ぬ
。
ホ
テ
ル
の
下
に
泉
あ
り
。
清
冽
の
水
滾
々
と
湧
き
、
小
川
を
な
し

て
流
る
。
甕
の
婦
人
来
り
、
牧
夫
来
り
、
牛



、
羊



、
驢

、
馬

、
駱
駝





、
首
さ
し
の
べ
て
月
下
に
飲
む
。

　
再
び
称
へ
む
、
水
な
る
か
な
、
水
な
る
か
な
。

　
　
　
　
エ
ズ
レ
ル
の
平
原

　
六
日
。
今
日
は
ナ
ザ
レ
に
着
く
日
な
り
。
朝
六
時
欣
々






と
し
て
馬
に
上
る
。
漸
く
馴
れ
て
馬
上
も
比
較
的
楽

に
な
り
ぬ
。

　
エ
ル
サ
レ
ム
よ
り
サ
マ
リ
ヤ
を
経
て
一
路
エ
ニ
ン
に
到
る
迄
、
常
に
山
上
、
ま
た
は
峡
谷
を
過
ぎ
て
来
り
、

エ
ニ
ン
よ
り
一
歩
北
す
れ
ば
忽





ち
下



ガ
リ
ラ
ヤ
の
野
、
パ
レ
ス
タ
イ
ン
第
一
の
エ
ズ
レ
ル
平
原
、
ま
た
の
名
エ

ス
ド
レ
ロ
ン
平
原
に
下
り
ぬ
。
エ
ニ
ン
を
出
で
ゝ
三
十
分
な
ら
ず
、
行
手
の
山
の
上
分

明







に
白
き
邑



を
見
る
。

あ
れ
は
何
と
云
ふ
邑
ぞ
。
あ
れ
こ
そ
ナ
ザ
レ
に
候
、
と
案
内
者
が
答
ふ
る
言
葉
の
下
よ
り
吾
心






は
雀
の
如
く
躍

り
ぬ
。
あ
ゝ
あ
れ
が
ナ
ザ
レ
か
。
父
母
に
伴
は
れ
て
エ
ル
サ
レ
ム
よ
り
の
帰
る
さ
、
弟
子
を
伴
ふ
て
ユ
ダ
ヤ
よ

り
の
帰
途
、
基
督






は
如
何
に
其
な
つ
か
し
き
、
つ
れ
な
き
程
猶



な
つ
か
し
き
其
ふ
る
さ
と
を
ば
眺
め
玉
ひ
け
む
。

お
ゝ
あ
れ
が
ナ
ザ
レ
か
、
近
い
か
な
ナ
ザ
レ
。
否



、
近
く
見
え
て
も
、
あ
れ
で
も
一
八
九
哩





は
候
、
と
案
内
者
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は
制
す
。

　
此
大
平
原
は
、
北
は
ナ
ザ
レ
一
帯
上



ガ
リ
ラ
ヤ
の
連
山
、
南
は
サ
マ
リ
ヤ
の
連
山
、
東
は
キ
ル
ボ
ア
山
、
小

ヘ
ル
モ
ン
山
、
西
は
カ
ル
メ
ル
山
脈
に
囲
繞





さ
れ
た
る
ほ
ゞ
三
角
形
の
盆
地
に
て
、
南
北
の
最
長
約
七
里
、
東

西
の
最
長
十
一
二
里
も
あ
ら
ん
。
地
中
海
面
よ
り
低
き
こ
と
二
百
五
十
呎




、

乾
け
る
湖
の
如
く
、
一
面
麦
熟
れ

て
黄
金





の
氈



を
敷
く
。
パ
レ
ス
タ
イ
ン
に
来
り
て
今
日
初
め
て
平
野
を
見
、
黒
土
の
土
ら
し
き
土
を
見
る
。
麦

は
畝



な
し
の
ば
ら
蒔
き
、
肥
料
を
施
さ
ず
し
て
よ
く
出
来
た
り
。
地
味
の
豊
饒
思
ふ
べ
し
。
春
は
野
の
花
夥
し

く
咲
く
と
聞
く
。
今
は
ツ
ユ
葵





、
矢
車
、
野
し
ゆ
ん
菊
、
野

人
参






の
類
の
み
。

　
当
面
は
新
約
、
三
方
は
旧
約
の
古
跡
に
包
ま
れ
た
る
此
平
原
は
お
の
づ
か
ら
是
れ
古
今





の
戦
場
、
十
字
軍
が

サ
ラ
ヂ
ン
の
為
に
大
敗
を
と
り
た
る
も
此
処
な
り
き
。

　
　
　
　
古
跡
よ
り
古
跡

　
露
の
朝
日
を
あ
た
ら
馬
蹄
に
散
ら
し
つ
ゝ
、
や
が
て
ギ
ル
ボ
ア
山
に
到
る
。
是
れ
サ
ウ
ル
、
ヨ
ナ
タ
ン
の
ペ

リ
シ
テ
人
と
戦
ふ
て
討
死






せ
し
処
、
多
恨
の
ダ
ビ
デ
が
歌
ふ
て
「
ギ
ル
ボ
ア
の
山
よ
、
願
は
く
は
汝
の
上
に
雨



露


降
る
こ
と
あ
ら
ざ
れ
、
亦
供

物







の
田

園

も
あ
ら
ざ
れ
、
其

は
彼
処





に
勇
士
の
干
棄





て
ら
る
れ
ば
な
り
」
と

哭


せ
し
山
也
。
昔
は
樹
木
あ
り
し
と
云
ふ
も
、
今
は
赭
禿
の
山
海
抜
千
六
七
百
尺
に
過
ぎ
ず
。
此
山
の
夷

し
て

平
原
に
下



る
所
は
エ
ズ
レ
ル
の
跡



也
。
曾
て
イ
ス
ラ
エ
ル
の
王
ア
ハ
ブ
が
隣
の
民
の
葡
萄
園
を
貪
り
、
后



イ
ゼ
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ベ
ル
夫
の
為
に
謀



つ
て
其
民
を
殺
し
て
葡
萄
園
を
奪
ひ
、
其
報





と
し
て
イ
ゼ
ベ
ル
は
後
王
宮
の
窓
よ
り
投
落






さ

れ
、
犬
其
肉
を
食



ひ
し
と
伝
へ
ら
る
ゝ
所
。
今
は
土
小
屋
七
八
立
て
る
の
み
。
ほ
と
り
に
ふ
る
き
酒
槽






の
跡
あ

り
。

　
エ
ズ
レ
ル
の
跡
を
見
て
山
を
北
へ
下
れ
ば
、
平
原
の
余
波
は
ギ
ル
ボ
ア
小
ヘ
ル
モ
ン
両
山
の
間
を
東
へ
走
り

て
、
ヨ
ル
ダ
ン
の
谷
に
到
る
。
ギ
ル
ボ
ア
の
北
麓
に
は
、
ギ
デ
オ
ン
が
メ
デ
ア
人
を
撃
ち
し
時
、
水
を
飲
ま
せ

て
イ
ス
ラ
エ
ル
の
勇
士
を
す
ぐ
り
し
泉
の
跡
あ
り
と
、
案
内
者
は
遥
に
山
下





の
一
所
を
指
し
ぬ
。
や
が
て
鉄
道

線
路
を
横
ぎ
る
。
此
は
ダ
マ
ス
コ
よ
り
カ
ル
メ
ル
山
下
の
ハ
イ
フ
ア
港
へ
通
ふ
も
の
、
ヱ
ス
ド
レ
ロ
ン
平
原
を

東
西
に
横
断
す
。

　
馬
は
傾
斜
を
の
ぼ
り
て
小
ヘ
ル
モ
ン
山
南
の
シ
ユ
ネ
ム
の
跡
に
到
る
。
旧
約
に
モ
レ
の
山
と
あ
る
は
此
小
ヘ

ル
モ
ン
な
る
べ
し
と
云
ふ
。
高
さ
は
ギ
ル
ボ
ア
と
伯

仲







の
間
な
り
。
シ
ユ
ネ
ム
は
ギ
ル
ボ
ア
の
サ
ウ
ル
に
対

し
て
ペ
リ
シ
テ
人
の
陣
せ
し
所
、
双
方
の
間
は
小
銃
の
戦





も
出

来

可

き
程
に
近
く
思
は
る
。
此
処
は
ま
た
預
言

者
エ
リ
シ
ヤ
が
敬
虔
な
る
婦
人
の
歓
待
を
受
け
、
後
其
子
を
死
よ
り
復
活
せ
し
め
し
と
伝
ふ
る
所
。
今
は
夥
し

く
茂
れ
る
覇
王
樹







に
囲
繞
さ
れ
し
十
戸
足
ら
ず
の
寒
村
な
り
。
此
処
に
三
人
抱
程
の
素
晴
し
き
無
花
果
の
大
木

三
本
あ
り
。
三
頭
の
馬
を
其
一
本
に
繋
ぎ
、
余
等
三
人
は
他
の
一
本
の
下
に
毛
布
を
敷
い
て
坐
し
、
昼
食






午
眠





し
て
午

の
前
後
四
時
間
を
此
無
花
果
樹
下
に
費
し
ぬ
。
小
指
の
頭
程
の
青
き
果

ヒ
シ
と
生

れ
る
を
、
小
鳥
は
上

よ
り
つ
ゝ
き
、
何

処

も
変
わ
ら
ぬ
村
の
子
供
等
下
よ
り
タ
ヽ
き
落
し
て
食



ふ
。
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ナ
ザ
レ
へ

　
午
後
二
時
無
花
果
樹
下
を
出
で
て
再
び
馬
に
上
り
、
小
ヘ
ル
モ
ン
山
の
麓
を
北
へ
越
え
て
ナ
ザ
レ
を
指

す
。

小
ヘ
ル
モ
ン
の
北
麓
、
麦
の
穂
末
に
平
た
き
屋
根
の
七
八
つ
あ
ら
は
れ
た
る
孤
村





は
、
基
督
の
寡
婦
の
子
を
蘇

ら
し
玉
ひ
し
と
云
ふ
ナ
イ
ン
の
村
な
り
。
頭





円


く
し
て
形
優
美
な
る
タ
ボ
ル
の
山
も
東
に
近
く
見
ゆ
。
今
日
過

ぐ
る
所
は
、
す
べ
て
旧
約
の
士

師

記

、
列
王
紀
略
上
下
、
サ
ム
エ
ル
書
上
下
等
に
関
す
る
名
所
旧
蹟
に
満
ち
た

る
地
な
り
。

　
畑
中
の
一
堆






邱


に
土
造
の
穀
物
納
屋
の
立
ち
た
る
を
聖
書
の
画
見
る
心
地
に
を
か
し
と
見
つ
ゝ
、
や
が
て
ナ

ザ
レ
の
山
麓
に
到
る
。
石
だ
ら
け
の
山
坂
路








、
電
光
形
に
上
り
て
行
く
。
右
手
に
険
崖
矗
立






せ
る
所
を
陥
擠
山








と
呼
び
、
ナ
ザ
レ
人
等
が
基
督
を
擠




さ

ん
と
せ
し
所
と
伝
ふ
。
や
ゝ
し
ば
し
上
り
て
山
上
の
坦



ら
な
る
道
と
な

り
、
西
す
る
こ
と
し
ば
ら
く
に
し
て
、
山
上
の
凹
み
に
巣
く
へ
る
白
き
家
と
緑
と
錯
綜
せ
る
ナ
ザ
レ
の
邑



顕


は

れ
出
づ
。

　
午
後
四
時
過
　ヸ
ク
ト
リ
ア
・
ホ
テ
ル
の
前
に
馬
を
下
る
。
今
日
の
行
程
七
里
。
エ
ル
サ
レ
ム
よ
り
ナ
ザ
レ
ま

で
約
二
十
七
里
。
急
げ
ば
二
日
路

。

14馬上三日の記
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